
Ruby アソシエーション認定事業者プログラムの登録要件変更

試験配信に伴う認定登録事業者プログラムの「制度変更」はございません。ただし、2015 年

4 月以降、「新規」での認定登録事業者への申し込みに際しては新試験合格者を登録要件とさせ

て頂きます。既に登録済みの認定登録事業者は、特に更新手続きの必要なく試験改訂後も、引

き続き認定登録事業者として、名称、ロゴの使用が許可されます。

■Ruby アソシエーション認定システムインテグレータープログラム

1.新規で申請する場合

2015 年 4 月以降
5 名以上の Ruby Association Certified Ruby Programmer（以下、「認定プログラマ」）が

正社員として所属していること。ただし、最低 3 名は Ruby Association Certified Ruby 

Programmer version 2.1(以下、「認定バージョン 2.1 プログラマ」であること。

2016 年 4 月以降
5 名以上の認定バージョン 2.1 プログラマが正社員として所属していること。

2.既にRubyアソシエーション認定システムインテグレータープログラム登録事業者の場合

5 名以上の認定プログラマが正社員として所属している。

(現行の登録要件からの変更はなし。ただし、現登録者の新試験合格を推奨する。)

*上記のいずれも、認定システムインテグレーター種別(認定 Gold、認定 Silver)とその登録

条件についての変更はございません。種別の詳細と登録条件はご利用規約の第 3 条をご覧

ください。

■Ruby アソシエーション認定教育機関

1.新規で申請する場合

2015 年 4 月以降

① 2 名以上の認定バージョン 2.1 プログラマが正社員として所属している。

② 年間 2 回以上の技術者認定試験の講習会を実施する。

③ Ruby 技術者認定試験のプロモーションに協力する。

2.既に Ruby アソシエーション認定教育機関登録事業者の場合

① 2 名以上の認定プログラマが正社員として所属している。

② 年間 2 回以上の技術者認定試験の講習会を実施する。

③ Ruby 技術者認定試験のプロモーションに協力する。

(②を除き、現行の登録要件からの変更はなし。ただし、現登録者の新試験合格を推奨する。)

*上記のいずれも、認定教育機関種別(認定 Gold、認定 Silver)とその登録条件についての変

更はございません。種別の詳細と登録条件ご利用規約の第 3 条をご覧ください。

■Ruby アソシエーション認定サポート事業者プログラム

1.新規で申請する場合



2015 年 4 月以降

① 2 名以上の認定バージョン 2.1 プログラマが正社員として所属している。

② Ruby のサポートサービスを提供している。

2.既に Ruby アソシエーション認定サポート登録事業者の場合

① 2 名以上の認定プログラマが正社員として所属している。

② Ruby のサポートサービスを提供している。

(現行の登録要件からの変更はなし。ただし、現登録者の新試験合格を推奨する。)

*上記のいずれも、認定サポート事業者種別(認定 Gold、認定 Silver)とその登録条件につい

ての変更はございません。種別の詳細と登録条件ご利用規約の第 3 条をご覧ください。

■認定クラウドサービス事業者プログラム

1.新規で申請する場合

2015 年 4 月以降
① 2 名以上の認定バージョン 2.1 プログラマが正社員として所属している。

② ユーザが登録したアプリケーションを ISO/IEC 30170 に適合する処理系上で動作

させることができるサービスを提供している。

2.既に Ruby アソシエーション認定クラウドサービス登録事業者の場合

① 2 名以上の認定プログラマが正社員として所属している。

② ユーザが登録したアプリケーションを ISO/IEC 30170 に適合する処理系上で動作

させることができるサービスを提供している。

(現行の登録要件からの変更はなし。ただし、現登録者の新試験合格を推奨する。)

*上記のいずれも、認定クラウドサービス事業者種別(認定 Gold、認定 Silver)とその登録

条件についての変更はございません。種別の詳細と登録条件ご利用規約の第 3 条をご覧

ください。

ご利用規約の変更について

各認定事業者プログラムのご利用規約、第 10 条「規約の変更について」にもとづいて、認定

登録事業者の登録要件の変更を行う場合がございます。


